
―
 

み
ん
な
で
対
話
す
る
京
都
大
学
の
日 ―

京
都
大
学
で
は
、誰
も
が
学
問
の
楽
し
さ
・
魅
力
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
作
り
ま
す
。

「
研
究
す
る
っ
て
、ど
ん
な
こ
と
？
」

高
校
生
も
、大
学
生
も
、お
父
さ
ん
も
、お
母
さ
ん
も
、研
究
者
も
、先
生
も
、

直
接
語
り
合
え
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
一
日
で
す
。

会場：京都大学百周年時計台記念館
参加費無料・申込不要
高校生でも大学生でも家族でもお一人でも参加歓迎http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/

2012年3月10日（土）
後援：京都府教育委員会、京都市教育委員会主催：京都大学（研究国際部研究推進課、「国民との科学・技術対話」ワーキンググループ） 共催：京都大学研究国際部学術研究支援室（京都大学URA）設置準備室



10:00－12:30
2階 国際交流ホール

10:00－16:00
2階 国際交流ホール

10:00－16:00
2階 国際交流ホール

13:00－14:30
1階 百周年記念ホール

松
本
紘
の
部
屋

対
談
式
講
演
会

京
都
大
学
総
長
・
松
本
紘
が
ゲ
ス
ト
の
素
顔
に
せ
ま
り
、多
様
な
話
を
引
き

出
し
ま
す
。

筋
書
き
無
し
の
対
話
術
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
！

松
本
紘×

美
馬
の
ゆ
り
氏（
は
こ
だ
て
未
来
大
学
教
授
）×

平
野
啓
一
郎
氏（
作
家
）

お
茶
を
片
手
に
座
談
会

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、み
ん
な
で
語
り
合
い
ま
す
。

「
ア
ー
カ
イ
ブ
広
場 ―

 

京
都
大
学
研
究
資
源
ア
ー
カ
イ
ブ
の
こ
れ
か
ら
」

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
や
視
点
か
ら
、あ
る
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

や
視
点
を
越
え
て
、研
究
資
料
の
ア
ー
カ
イ
ブ
の
可
能
性
や

楽
し
さ
を
考
え
ま
す
。

「
来
年
の
京
都
大
学
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
デ
イ
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
」

望
ま
し
い「
対
話
」と
は
何
で
し
ょ
う
？ 

来
場
者
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。

「
震
災
か
ら
１
年：
知
の
拠
点
た
る「
大
学
」が
す
べ
き
こ
れ
か
ら
の
仕
事
と
は
？
」

今
回
の
災
害
に
対
し
て
大
学
は
何
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
？

日
本
の
社
会
構
造
か
ら
個
人
心
理
ま
で
の
幅
広
い
観
点
か
ら
、

「
今
ど
の
よ
う
な
問
題
が
明
ら
か
と
な
り
、そ
れ
ら
は
ど
の

よ
う
に
解
決
で
き
る
の
か
？
」を
議
論
し
ま
す
。

10
時
｜
11
時

11
時
30
分
｜
12
時
30
分

14
時
45
分
｜
16
時

ポ
ス
タ
ー
前
で
立
ち
話

ポ
ス
タ
ー
展
示

高
校
生
、市
民
研
究
者
、大
学
研
究
者
な
ど
に
よ
る
研
究
紹
介
で
す
。

ポ
ス
タ
ー
の
前
に
い
る
研
究
者
に
話
し
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

気
の
向
く
ま
ま
、あ
ち
こ
ち
の
ぞ
く
も
よ
し
。

１
人
と
じ
っ
く
り
語
る
も
よ
し
。

出
展
予
定 

「
石
か
ら
探
る 
む
か
し
の
天
気
」

　
　
　
　

 

「
ナ
ノ
物
質
が
拓
く
光
科
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」

　
　
　
　

 

「
ア
フ
リ
カ
の
潜
在
力
：
紛
争
解
決
と
共
生
」

　
　
　
　

 

「
低
炭
素
社
会
実
現
の
た
め
の
次
世
代
蓄
電
池
」 

ほ
か　

件
30

畳
に
コ
タ
ツ
で
膝
詰
め
対
話

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ

ひ
と
つ
の
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
研
究
に
ま
つ
わ
る
あ
ん
な
話
、こ
ん
な
話
。

お
茶
の
間
気
分
で
、ほ
っ
こ
り
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

出
展
予
定 

「
生
物
の
形
づ
く
り
を
数
学
で
理
解
す
る
」

　
　
　
　

 

「
分
子
画
像×

追
尾
技
術
＝
究
極
の
放
射
線
治
療
」

　
　
　
　

 

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
化
学
反
応
の
世
界
を
探
る
」

　
　
　
　

 

「
分
子
か
ら
み
た
視
覚
の
進
化
」

　
　
　
　

 

「
レ
ア
メ
タ
ル
不
要
！
鉄
触
媒
ク
ロ
ス
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」 

ほ
か　

件
5

お問い合わせ：京都大学研究国際部「国民との科学・技術対話」担当　TEL：075-753-2036　E-mail：kenkyu-taiwa@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
最新情報はWEBをご覧ください　http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/

文学、医学、工学、理学、経済学、教育学、農学・・・いろいろな分野の研究が集います。
学問の魅力が感じられ、様々な出会いといろいろな発見ができる対話の場を用意しています。
高校生でも（１年生でも大丈夫！）、大学生でも（入学前でも大丈夫！）、ご家族連れでも、お一人でも、
この日はどうぞ京都大学にお越しください。

京都大学アカデミックデイ
2012年3月10日（土） 10:00－16:00（9:30開場）
京都大学百周年時計台記念館（百周年記念ホール・国際交流ホール）


